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研究成果の概要（和文）：　雑誌『暮しの手帖』の編集者として知られる花森安治（1911-1978）は、社会批評を手が
ける優れたジャーナリストかつ思想家でもあった。日常生活のなかにはたらく政治に着目し、食、衣裳、住居、職業な
ど市民の生活に密着した多様な主題を扱うことをつうじて、戦争、国家、資本主義、公害といった同時代の社会問題に
もつながる政治社会への関心を喚起した。花森の思想を、「暮し」の概念をつうじて政治的なものと文化的なものを独
自の形式で接合し、合理的で自律した政治的主体の確立を目指す民主主義実践として読むことができることを明らかに
した。

研究成果の概要（英文）：Hanamori Yasuji (1911-1978) is widely known as the founding chief editor of 
“Kurashi no Techo” (Notebook on Everyday Life), one of the major magazines published in postwar Japan. 
By focusing on the ‘politics’ working through everyda life of ordinary people and dealing with the 
various issues such as food, clothing, housing, jobs, etc., he connected those issues with the 
political-social problems such as the memory of war, the modern nation-state, contemporary capitalism, 
and the pollution. Hanamori’s thought can be understood as the democratic practice in the postwar Japan 
aiming to construct the rational and autonomous political subject by articulating the political and the 
cultural.
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究代表者は、戦時期から戦後にまたが
って活動し、文化的な領域をつうじて政治的
なものの可能性に参与した言論人である花
森安治に注目した。花森は雑誌『暮しの手帖』
の名編集者として一般に知られているが、政
治思想史、日本思想史研究の分野においては
これまでほとんど論じられてこなかった。 
 1948 年創刊の『美しい暮しの手帖』（1953
年に『暮しの手帖』に変更）は、服飾や食生
活、栄養、衛生、デザイン、生活の合理化な
どを主題とし、長期にわたる「商品テスト」
などの名物企画をつうじて多くの読者を獲
得し、戦後日本の出版界で独自の地位を獲得
してきた。花森は編集者として晩年までこの
雑誌の企画運営に中心的役割を果たしてい
た。  
 本研究代表者は、花森の戦時期から戦後に
またがる特異な経歴と、「暮し」の概念を中
心とする政治社会意識のありように着目し、
一見すると政治とは無関係であるかのよう
な文化的実践が、戦争の経験と記憶、ジェン
ダーへの独特の関心を媒介とする特異な民
主主義実践であるという仮説をたてて、本研
究に取り組むものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
 第二次大戦期には大政翼賛会に関わり、戦
後はデザイナー、編集者として言論・出版界
で独自の地位を確立した花森安治の思想と、
彼が中心となって創刊した雑誌『暮しの手
帖』を研究対象として、戦争中の戦時動員体
制から戦後の民主主義思想への連続性、日常
生活の美学的概念としての「暮し」の民主主
義的性格、戦争の記憶と日常性概念の関連、
思想としての「暮し」のジェンダー的性格に
ついて探究する。そして花森安治の思想と雑
誌『暮しの手帖』を、政治的なものと文化的
なものを独自の形式で接合する民主主義実
践として解釈することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 花森安治の思想の形成および変容を実証
的に明らかにするために、以下の方法と課題
を設定する。 
 
(1) 大正・昭和初期のモダン文化のもとで、

とくに服飾や美学に関心を深めた幼少期
（1911 年生まれ）以来の花森の思想形成
や、戦時期の大政翼賛会での活動につい
ては資料が不足しており、いまだ十分な
検証がなされていない。その点を考慮し、
本研究の第一の課題とする。 
 

(2) 「民主主義と味噌汁」という彼の表現に

表現されているように、第二次世界大戦
後の花森は、一般市民の日常生活のなか
で無意識のうちにはたらく常識や感覚の
政治的重要性を認識しており、人びとの
無意識の領域にまで政治の言葉や論理が
届かないかぎり、民主主義制度をはじめ
とするいかなる政治も真に人びと自らの
ものにはならないと論じていた。こうし
た政治観について、花森が大橋鎮子と創
刊した『暮しの手帖』を主たるテクスト
に、ハリー・ハルトゥーニアンが『近代
による超克』で提起した「日常性」とい
う視座から「暮し」の概念構成を分析し、
文化的なものと政治的なものの接合につ
いての思想史的解釈を提示する。 

 
(3) 花森は晩年（1960年代末以後）になると、

戦争の経験や記憶にかかわる諸問題を
『暮しの手帖』の特集としてとりあげ、
自らの現代社会への批判的視座をより明
示的に問題提起しようと試みた（単行本
としては、『暮しの手帖』編『戦争中の暮
しの記録』、暮しの手帖社、1968 年、花
森安治『一銭五厘の旗』、暮しの手帖社、
1970 年）。高度経済成長を経たこの時期
に、なぜ戦争の問題を正面から扱うよう
になったのか。この論点を、花森の思想
的経歴、『暮しの手帖』の編集方針の変化、
時代状況との連関といった複合的な視点
から検討する。 

 
(4) 『暮しの手帖』の主たる読者層は、明ら

かに女性であった。「暮し」をつうじて人
びとが新たな主体性を獲得する可能性は
とりわけ女性に開かれていると、花森が
感じ、考えていたのではないか。また、
花森自身もおかっぱ頭にスカートを穿き、
料理やファッションに情熱を傾ける、当
時の男性としては明らかにマイナーな位
置をとっていた。花森の思想におけるジ
ェンダーおよびセクシュアリティの位置
づけを検討する。 

 
(5) これらの方法をつうじて、花森安治およ

び『暮しの手帖』というテクストを戦時
期および戦後日本の政治思想史のなかに
位置づけることが可能になるとともに、
現代民主主義政治理論に、文化史・思想
史的な視座から貢献することを試みる。 

 
 
４．研究成果 
 
 ジャーナリスト、編集者、デザイナーと多
面的な顔をもつ花森安治のテクストを民主
主義思想史の視座から読むことをつうじて、
その多様で多面的な活動の基底に、戦時期か
ら戦後を経験した文化人としての、政治と民
主主義への一貫した関心があること、そのあ
りようが時代状況とともに変化していくこ



とが明らかにされた。とくに以下の点が重要
である。 
 
(1) 花森安治のテクストを戦時期・戦後日本

の政治思想の理論的コンテクストで読む
と、大政翼賛会の関連機関をつうじて戦
時動員の宣伝に携わった戦時期の活動と、
『暮しの手帖』などをつうじて「暮し」
の重要性を主張する戦後の活動とのあい
だには、生活の合理化という点で一貫性
があり、ファシズムと民主主義という対
立図式を越えて戦時期と戦後の思想史的
連続性の文脈で読むことができる。 
 

(2) 彼が提起した「暮し」の概念を日常性の
文化政治という観点から評価すると、花
森は一貫して日常生活をつうじてミクロ
にはたらく「政治」に注目しており、民
主主義政治の主体が、ひとびとの無意識
化された思考や行動様式をつうじてこそ
涵養される必要があることを主張してい
た。そしてこの日常性の政治への関心は、
花森自身の戦時動員体制への参与とその
「反省」から生じたものであることが明
らかにされた。 

 
(3) 『暮しの手帖』が扱う生活にかかわる多

様な主題──衣裳、食、住居、職業、商
品テストなど──は、花森にとっては「政
治」の重要な要素であり、『暮しの手帖』
は彼にとって政治の現場であった。戦時
中に携わった宣伝技術を、異なる目的の
ために『暮しの手帖』に応用したといえ
る。1950 年代以降の『暮しの手帖』の成
功（購読者の激増）は、花森のこうした
文化政治戦略の成功であった。花森はこ
うした「暮し」の合理化をつうじた政治
社会意識の構築をとくに女性に期待して
いた。 

 
(4) しかし、1960 年代以降高度経済成長にと

もなう急激な社会変容の帰結が明らかに
なるにつれて、花森はむしろ戦後社会へ
の批判的認識をつよめていった。その理
由は、高度経済成長にともなう生活の保
守化が、花森にとっては戦争を招いた戦
前の思考様式（「ちょんまげ野郎」）の現
代版として理解されたからである。 

 
(5) そうした関心から、1960 年代後半以降、

彼は現代の国家と資本主義への辛辣な批
判を展開し、戦争中の経験と記憶の掘り
起こしにも取り組んだ。また、公害、食
品添加物問題、環境問題をつよく憂慮し
た。 

 
(6) 以上の特徴をもつ花森の「暮し」の概念

構制は、彼自身の意図をこえて、民主主
義思想と文化政治の理論の点で、2010 年
代のポスト 3.11 の日本社会を批判的に

理解するうえで重要な示唆を含んでいる
ことが明らかにされた。 
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